
Session1 高齢者の食の“いま”を知る

「新しい『介護食品』を知ろう」
　　鵜狩房浩さん（農林水産省 食料産業局）

Session2 活動を社会にひらく 

「市民の力で社会を変える コミュニティ ･ オーガナイジング」
　　池本修悟さん（コミュニティ ･ オーガナイジング ･ ジャパン副代表）

　　～ランチ交流会～    各地の取り組みを聞く・自分の活動を伝える

　グループごとで情報交換をします　自己紹介ができる資料をお持ちください　　

Session3 サービスで地域をつなぐ：GOOD PRACTICE から考える

「食がつなぐコミュニティ　超高齢社会の参加型福祉」
　　
　　厚生労働省 老健局振興課 
　　山崎美貴子さん（東京ボランティア・市民活動センター 所長）
　　　　事例　NPO ひまわり会　入江一恵さん（兵庫県明石市）
　　　　　　　NPO 法人ゆめみーる　山田正幸さん（北海道登別市）

主催　一般社団法人 全国老人給食協力会
協賛　ジョンソン・エンド・ジョンソン 社会貢献委員会　
          味の素株式会社　明治安田生命保険相互会社　日産労連　東京福祉バス株式会社
後援　厚生労働省（申請中）　公益財団法人さわやか福祉財団　東京ボランティア・市民活動センター　NPO 法人高齢社会をよくする女性の会

�　超高齢社会を迎え地域のありようや人の意識が変化するなか、介護保険では解決できないさまざまな
ニーズが生まれています。その解決の鍵のひとつである＜参加型福祉＞の活動として、「食」の取り組み
は大きな可能性を秘めています。身近な「食」の支援から、次世代へとつなげる支え合いのコミュニティ
を考えてみませんか。

  第１７回全国食事サービス活動セミナー

「食」がつなぐ 人・地域・暮らし
　　　　　…暮らしの場で・次世代へ・課題の共有

◆問い合せ：全国老人給食協力会 TEL03-5426-2547/FAX03-5426-2548   infomow@mow.jp
◆申込方法：電話・FAX・HP(http://www.mow.jp）セミナー受付フォームより受付

 
　■日時　   2014 年  7 月 27 日（日）10:00 ～ 16:00
　■会場　  ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
　　　　本社内カフェテリア

　　　　　千代田ファーストビル西館３階　JR 水道橋・地下鉄九段下

　■参加費　一般 2,500 円・学生 1,000 円
  　          資料・お弁当・お茶つき



◆ NPO 法人ゆめみーる　　　
北海道・登別市内の特に高齢化がすすむ地域の町内会有志で立ち上げた
NPO。閉店したコンビニを改築した拠点で、地域食堂を運営し配食サ
ービスを行っている。遠くへ買い物に行けない人のための「朝市」や放
課後児童クラブ、地域の居場所として高齢者サロンや子育てサロンも開
かれている。

◆ NPO ひまわり会
昭和 30 年代から大規模開発された兵庫・明舞団地の団地再生モデル事
業をきっかけに設立。虚弱高齢者を元気高齢者が支援する活動「ふれあ
いお食事処」「配食サービスと見守り」のほか、食と健康の情報発信基
地として地域団体や行政と協働した団地活性化イベントを実施してい
る。

Session1 高齢者の食の“いま”を知る　「新しい『介護食品』を知ろう」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　話す人　鵜狩房浩さん（農林水産省食料産業局食品製造卸売課）　
　
　食べやすく飲み込みやすい、栄養も考えられた高齢者向け食品開発が盛んになり、一大市場となっています。農水省では「介護食
品のあり方に関する検討会議」が設置されました。この新しい介護食品は介護予防や日常の食生活の助けとなるのか、その可能性を
お聞きします。　　　　　

　　　　
Session2 活動を社会にひらく　「市民の力で社会を変える コミュニティ ･ オーガナイジング」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　話す人　池本修悟さん（コミュニティ ･ オーガナイジング ･ ジャパン副代表）

　行政主導ではなく、住民主体で地域の課題を解決する・力を合わせて社会を変えていくリーダーシップが求められています。
理解者・協力者を集め、行政や企業を巻き込んで自分たちのコミュニティをよくする手法「コミュニティ ･ オーガナイジング」から、
“思いを形にする力”を学びます。
　　  

～ランチ交流会～   各地の取り組みを聞く・自分の活動を伝える
　食事サービス団体のお弁当を食べながら、グループごとに情報交換をします。
　活動の資料等がある方はお持ちください。（詳しくは申込時にお知らせします）

Session3 サービスで地域をつなぐ：G O O D  P R A C T I C E から考える
　「食がつなぐコミュニティ　超高齢社会の参加型福祉」

　平成 27 年の介護保険制度改正による要支援者の市町村事業への移行や、新たな生活支援サービスの創設は食事サービスにどのよ
うに影響するのか、市民参加型の食事サービスに何が期待されているのかを厚生労働省の担当者からお話しいただきます。高齢者福
祉施策の新しい動向を踏まえ、２地域の食を通じた取り組み事例から支え合える地域のしくみづくりを考えます。

   話す人 　厚生労働省老健局振興課担当者 　　　　　　　　　　          事例　NPO ひまわり会（兵庫県明石市）
            山崎美貴子さん（東京ボランティア・市民活動センター所長）　　　　　NPO 法人ゆめみーる（北海道登別市）                                                            

　                                                                                   
　

◆介護食品のあり方に関する検討会議

2014 年度から農林水産省が設置した栄養や咀嚼に配慮した高齢者向け食品「介護食品」の定義や提供方法など

を検討する会議。医療、栄養、福祉施設、メーカー、販売、地域等多分野の関係者がメンバーとなっています。

お名前：              　　　　　　           
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□一般　□学生

 団体名・大学名：

 ご住所：〒

電話・FAX・MAIL
電話 FAX MAIL

　
※受付後 FAX で受付番号をお知らせします。当日は受付番号を控えてお越し下さい。

第１７回全国食事サービス活動セミナー　参加申込書　 
                                                                                              　 宛先  FAX 03-5426-2548

◆コミュニティ ･ オーガナイジング

政治に反映されにくい社会的に弱い立場にいる人々の主張を、意見集約と行動によって顕在化させる手法。

オバマ大統領もコミュニティオーガナイザーとして働いていたことが知られています。次世代のリーダー養成と

しても注目されています。


